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　３月定例会は、２月２８日から３月１８日まで開催され、
条例議案１９件、予算議案２２件、その他７件を審議しまし
た。主な議案は次のとおりです。

月定例会

YATSUSHIROSHI

GIKAI

条例制定・改正など （主なものを抜粋して掲載）

　予定価格１億５,０００万円以上の
工事請負契約の締結について、八代市
議会の議決に付すべき契約に関する条
例第２条の規定により議会の議決を求
めるもの。
◆工事名　林道菊池人吉線災害復旧工事 
　 （Ｒ２ ７月災２号）
◆工事場所　八代市泉町久連子
◆契約金額　１億５,８４０万円
◆相手方
　岩奥産業・江川組建設
　工事共同企業体

契約の締結について

　人事院勧告に基づく特別職の国家公務員
の給与改定に準じ、市議会議員の期末手当
の支給月数を改定（０.１月分引下げ）する
もの（公布の日施行）。
　なお、改定が行われなかった令和３年１２
月賞与の引下げに相当する額については、
令和４年６月の期末手当で減額調整を行う。

八代市議会議員の議員報酬等に
関する条例の一部改正について

　一般職の職員の定数のうち、市長事務職員と
議会事務局職員の定数を変更するに当たり、所
要の改正を行うもの（令和４年４月１日施行）。
                          （変更前）           （変更後）
◆市長事務職員　 １,０７７人 → １,０７６人
◆議会事務局職員　　   １０人 → 　　  １１人

八代市職員定数条例の一部改正について

　法令の規定により「条例に定める
ところにより無料で証明することが
できる」とされている戸籍に関する
証明に係る手数料を無料とするに当
たり、所要の規定の整備を行うもの
（令和４年４月１日施行）。

八代市手数料条例の
一部改正について

　畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律施行規則（農林水産省・国土交通省令）
第５２条第１項の規定に基づき、特定用途制限地域における畜舎等の用途を制限するに
当たり、所要の改正を行うもの（令和４年４月１日施行）。
◆条例改正の経緯
　畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律において、畜舎等に係る計画認定制度が
創設され、当該計画に基づく畜舎等（以下「認定畜舎等」という。）について建築基準法
の適用を除外する特例が定められた。
　八代市では、これまでも新八代駅周辺の約９５ｈａを、都市計画法に基づく特定用途
制限地域に指定するとともに、建築基準法に基づく建築物等の用途の制限に関する条例
を制定し、畜舎等の建築を制限してきたが、認定畜舎等はその制限から外れることとなる。
　しかしながら、今後も「まちづくり」の継続性を保つため、認定畜舎等についても建
築を制限する必要があるため、条例を改正することとなった。

八代市特定用途制限地域における建築物等の用途の制限に関する
条例の一部改正について

3
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予 算
令和２年７月豪雨関連

約２１億６,８００万円

（主な新規事業を抜粋して掲載）令和４年度当初予算
一般会計 約６１３億４,６００万円

被災者生活再建支援事業
３,９８０万円

　令和２年７月豪雨にて被災した世帯の見
守りや相談支援等を行う専門組織を設置し、
被災者の早期の生活再建を図るもの。
◆対象世帯：全壊１５９世帯、大規模半壊
６６世帯、半壊１２５世帯、準半壊２世帯、
一部損壊９４世帯、長期避難３６世帯
◆委託先：八代市社会福祉協議会

被災者転居費用等助成事業
１,９２０万円

　令和２年７月豪雨で住宅が被災したこと
により、応急的な住宅での居住を余儀なく
された被災者が、恒久的な住宅として県内
の住宅や民間賃貸住宅や公営住宅に入居す
る際の初期費用を助成する。
◆対象世帯：全壊、大規模半壊世帯及び半壊
　　　　　　解体世帯

被災宅地・私道復旧支援事業
９００万円

◆被災宅地復旧支援事業
　【豪雨被災者等支援交付金活用分】 
　宅地復旧支援補助金：７００万円

◆被災私道復旧支援事業
　【豪雨被災者等支援交付金活用分】
　私道復旧支援補助金：２００万円

公共施設災害復旧事業関係
約１６億８,４００万円

◆農業施設・・・・・・・・５,６０４万円
◆林道施設・・・・３億９,１４０万１千円
◆道路橋梁施設・・・１１億３,７９０万円
◆河川施設・・・・・・・・８,３２０万円
◆公園施設・・・・・・・・１,５６０万円

など

新型コロナウイルス感染症対策関連
約５億８，６００万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業
１億９,１７８万８千円

　3回目のワクチン接種に係る費用。
◆対象者：４３,８００人 
　（集団接種 ４,６５０人、個別接種 ３９,１５０人）
◆費用内訳
　・ワクチン接種業務委託

１億１７万８千円
　・コールセンター業務委託

１,２８０万４千円
　・集団接種会場設営・運営業務委託
　　　　　　　　　　　　　３,０００万円
　・被接種者送迎業務委託（補助対象外）
　　　　　　　　　　　　　５８万円　等

企業誘致対策事業
８,４５５万６千円

　子育て世代の市民を対象に、コロナ禍に
おけるテレワークによる就労を支援する講
座を開催するなど、安定した生活の中で安
心して子どもを産み育てる環境づくりを推
進する。

新築住宅等畳表導入事業（新型コロナウイルス経済対策事業） ６６０万円
　コロナ禍における新築及び増改築時に八代産畳表を使用した畳の導入に対する補助を行
うことにより、今後の畳表の需要確保につなげるもの。 

フードバレー流通推進事業
８２０万２千円

コロナ禍における新たな販路開拓・拡大に
向けて、インターネットを活用した商談会
やセミナー等を開催するもの。

可決
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令和４年度当初予算
　　　　　　新規事業

八代市出産祝い金給付事業
４,６２０万円

【ふるさと八代元気づくり応援基金活用事業】
　本市で出生した新生児を養育する者に対
し、出産祝い金を給付するもの。
　①第１子　　　３万円×２９０人＝　 ８７０万円 
　②第２子　　　５万円×２９０人＝１,４５０万円
　③第３子以降１０万円×２３０人＝２,３００万円

デジタル医療ＭaaＳ推進事業
１,８８６万円

　令和２年７月豪雨で被災した坂本地区の
無医地区状態を解消するため、八代市復興
計画に基づき医療提供体制を確保する。
【地方創生推進交付金活用事業】
デジタル医療MaaS事業委託：１,２４８万５千円
オンライン診療車運転委託　 ：　 ２１９万５千円
オンライン診療車リース　　 ：　 １４９万１千円
遠隔聴診器リース　　　　　 ：　　 ４９万５千円
【交付金対象外】
ポータブル医療器　　　　　 ：　　 　２２０万円
【ふるさと八代元気づくり応援基金活用事業】
交付金対象経費×１/２＋交付金対象外

　１,０７８万１千円 

坂本地区防災拠点整備事業
２,７２０万円

　坂本地区の球磨川左岸の防災拠点として、
田上社会教育センターを活用するため、空
調機及びトイレ等の整備を行うもの。

災害時応急給水事業
６３５万８千円

　断水状況における応急給水活動のため、
組立式給水タンクを配備し、断水区域等へ
の迅速な給水活動を行うもの。
【熊本地震復興基金活用事業】
【新規】組立式給水タンク１０基：６,３５８千円

避難所等設備整備事業
３,３１０万円

①避難所における環境の改善を図るため、
小中学校体育館への空調設備設置を計画
的に実施するもの。
　（令和４年度は６カ所の実施設計を予定）
②坂本町鮎帰地区唯一の公的避難所である
「鮎帰社会教育センター」へ仮設トイレを
設置するもの。

スマート農業推進事業（地方創生）
１,１９３万円

【地方創生推進交付金対象事業】
◆事業期間：R４～R６
①スマート農業技術調査研究委託
　　　　　　　　　　　　  １,０６８万円
　担い手の確保や所得向上が課題となって
いる農業分野において、スマート農業技術
の導入に向け、若手農業者や農業者団体等
と共同で調査研究事業を行うもの。
②先進事例調査研究費補金　　　 ２５万円
③担い手育成研修補助金（八代農業塾）
　　　　　　　　　　　　　　 １００万円 
　早期の現場実装を
見据え、担い手の人
材育成や先進事例調
査研究などの支援を
行うもの。

八代城築城４００年記念事業
６１９万６千円

　八代城築城４００年を記念し、八代城跡
をはじめとする地域資源と連動させた文化
振興や街の
賑わいを創
出するイベ
ント等を開
催するもの。

サテライトオフィス施設整備及び
進出企業定着支援事業

９,１９９万２千円
①施設整備・利用促進事業：６,２０８万１千円
　旧宮地東小学校を改修し、サテライトオ
フィスやコワーキングスペース、宿泊施
設等を整備するとともに、本市や当該施
設へ企業や利用者を誘致するためのプロ
モーションを実施するもの。 
②進出企業定着・地域活性化支援事業：

２,９９１万１千円
　サテライトオフィスへの進出企業と地元企
業とで設立する地域商社が、地域資源を
活用した商品開発・販路拡大等の地域活
性化への取組を行う場合に補助するもの。
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（主な事業を抜粋して掲載）

令和３年度１月補正予算（専決分）１９億７,０００万円
令和３年度３月補正予算　　　　　３９億４,４７５万円
令和４年度（第１号）補正予算　　　　　８,９３０万円

住民税非課税世帯等への臨時特別給付金給付事業 １９億７,０００万円
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、様々な困難に直面した方々が、速やか
に生活・暮らしの支援を受けられるよう、国の「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」
の１つとして、住民税非課税世帯等に対して、臨時特別給付金を給付するために必要な経費
を補正するもの。
◆支給額：１世帯当たり１０万円
◆対象者： ①基準日（令和３年１２月１０日）において世帯全員の令和３年度分の住民税均

等割が非課税である世帯
　　　　　②新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、令和３年１月以降に家計が急変し、

①の世帯と同様の事情にあると認められる世帯

生活交通確保維持事業
２億２,８００万６千円

◆地方バス路線維持費補助金
　バス事業者の令和２年１０月１日～令和
３年９月３０日における欠損額について補
助金を交付するもの。
◆八代市乗合タクシー運行事業補助金
　令和３年６月九州運輸局公示の熊本ブ
ロックにおけるタクシーの運賃改定に伴
い、令和３年８月１日から八代支部管内の
運賃が引き上げとなったことから、八代市
乗合タクシー運行事業補助金交付要領に定
める補助対象経費の改定による不足額を補
正するもの。 

新型コロナウイルスワクチン接種事業
８,９３０万円

　新型コロナウイルスワクチン接種の小児接種（５歳～１１歳）
を実施するために必要な経費を補正するもの。
　◆対象者：５歳～１１歳　７,３００人（２回接種）
　◆接種見込者数：５,８４０人（接種率８割）
【内訳】（国庫支出金１０/１０）
　・報償費（集団接種医師等謝金）　 　：　　　  ７２８万円
　・集団接種会場設営・運営業務委託料：　　６,２４０万円
　・集団接種看護師等派遣業務委託料　：１,０４２万６千円
　・個別接種実施医療機関への費用　　：　  ７５８万４千円
　・事務費　　　　　　　　　　　　　：　　　  １６１万円

ふるさと納税事業
３億９,２５０万円
　ふるさと納税寄附金が
当初の予定を上回ったた
め、寄附金に関連して発
生する経費の不足額を補
正するもの。
◆ふるさと納税謝礼

２億６,７００万円
◆支払決済手数料

９５０万円
◆ふるさと納税委託料

１億１,６００万円

復興推進事業
４,４４０万円

　令和２年７月豪雨にて甚大な被害を受け
た坂本地域において、緊急治水対策プロ
ジェクトによる治水対策事業実施後も、同
規模の出水で浸水するおそれがある地区の
安全性を確保するため、宅地の嵩上げを行
うもので、宅地嵩上げに伴う調査測量、対
象家屋の建物調査、実施設計及び対象家屋
への補償金について補正するもの。
◆坂本町宅地嵩上げ調査測量・実施設計等
　委託料　　：３,０００万円
◆坂本町宅地嵩上げ安全確保事業
　（家屋補償）：１,４４０万円



１ 新庁舎建設に対する総括について
２ 令和４年度当初予算編成について
３ 本市の森林環境譲与税を活用した事業について
４ 本市における地籍調査の現状について

１ 築城４００年を迎える八代城跡をはじめとした本市における日本遺産の現状
    及び今後の活用策について
２ 消防団員の確保及び処遇改善策について
３ 坂本町の創造的復興のための地域おこし協力隊事業について
４ ＩＣＴ教育日本一に向けた本市の教育現場への支援について
５ 新庁舎の室内環境対策について

１ アサリの産地偽装に関する本市の対応及び市長の認識について
２ 新庁舎における地下駐車場の運用について
３ 新庁舎におけるバリアフリー対応について
４ 本市の財政状況及び令和４年度一般会計当初予算について
５ 本市における無医地区への対応について

１ 本市における企業誘致施策について
２ 八代市景観計画及び妙見宮周辺地区の景観整備について
３ コロナ禍における本市の経済対策について

１ 障がい者への就労支援について
２ 公共施設のバリアフリー化について
３ 本市の農業振興施策について

１ コロナ禍における本市の観光振興について
２ 本市の農業振興施策について

１ 八代市ゼロカーボンシティ宣言について
２ 令和４年度当初予算について
３ これからのＳＤＧｓの取組について
４ 避難所の整備について

１ 本年１月からのコロナ禍における本市行政及び学校現場への影響について
２ 新庁舎におけるバス停について
３ 下水道使用料の口座振替領収書発行の一部変更について
４ 県道二見田浦線の進捗状況について

１ 県道二見田浦線の進捗状況について
２ 県道破木二見線の進捗状況について
３ ＪＲ肥薩線の現状について
４ 学校給食への有機米導入について

１ 本市の農業施策について
２ 新庁舎建設における市内企業への経済効果について
３ 各支所の利活用について

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

橋本　幸一　議員
（自由民主党 和）

山本　敬晃　議員
（改革市民の会）

大倉　裕一　議員
（改革市民の会）

髙山　正夫　議員
（自由民主党 礎）

友枝　和也　議員
（自由民主党 礎）

北園　武広　議員
（自由民主党 和）

木村　博幸　議員
（自由民主党 和）

太田　広則　議員
（公明党）

百田　　隆　議員
（自由民主党 和）

中山　諭扶哉 議員
（保守系無所属） 

令和４年３月定例会　質疑・一般質問一覧（通告順）

議案に対する質疑と市政の各般にわたる一般質問は、３月８日から10日の３日間、　
10人が通告・登壇し、幅広い活発な議論が展開されました。
主な質問のあらましと答弁の要旨は、次のとおりです。

質 疑

一 般 質 問
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◆
築
城
四
百
年
を
迎
え
る
八
代
城
跡
を
は
じ
め
と
し

た
本
市
に
お
け
る
日
本
遺
産
の
現
状
及
び
今
後
の

活
用
策
に
つ
い
て

　
　

本
年
、
八
代
城
が
築
城
四
百
年
を
迎
え
る
。
八

代
城
に
つ
い
て
は
八
代
青
年
会
議
所
の
皆
様
が
築
城

四
百
年
に
向
け
て
二
○
一
六
年
よ
り
「
白
鷺
城
ま
つ

り
」
を
開
催
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
は
築
城
四
百
年
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
さ
れ
、
中
学
生
の
方
が
作
成
さ

れ
た
「
八
城
守
（
や
し
ろ
ま
も
る
）
ち
ゃ
ん
」
が
採

用
さ
れ
、
築
城
四
百
年
を
盛
り
上
げ
る
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
は
一
年
を
通

じ
て
築
城
四
百
年
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
市
が
取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て
伺

う
。

　

経
済
文
化
交
流
部
長

　

本
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
国
史
跡
で
も
あ
る

八
代
城
跡
が
、
今
年
で
築
城
四
百
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
八
代
城
跡
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
の
地
域
資

源
と
連
動
さ
せ
た
文
化
振
興
や
街
の
賑
わ
い
創
出
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
各
種
事
業

を
実
施
す
る
。
主
な
取
組
と
し
て
、
城
郭
の
専
門
家

を
招
い
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
初
公
開
と
な
る
新

庁
舎
建
設
に
伴
う
八
代
城
跡
二
の
丸
発
掘
調
査
出
土

品
展
示
、
本
市
職
員
を
講
師
と
し
た
計
六
回
の
築
城

四
百
年
記
念
講
座
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
団
体
が
実
施
す
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
や

協
力
な
ど
、
一
年
を
通
じ
て
築
城
四
百
年
を
記
念
す

る
取
組
が
行
わ
れ
る
よ
う
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

橋本　幸一

動画配信

山本　敬晃

動画配信

大倉　裕一

動画配信

◆
新
庁
舎
建
設
に
対
す
る
総
括
に
つ
い
て

　　
　

基
本
構
想
策
定
か
ら
長
い
月
日
を
経
て
、
八
代

市
産
材
を
使
っ
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
、
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
駆
使
し
た
様
々
な
設
備
等
市
民
の
皆
さ
ま
が

利
用
し
や
す
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
配
慮
、

そ
し
て
防
災
拠
点
機
能
が
備
わ
っ
た
新
庁
舎
が
完
成

し
た
。
残
す
は
、
令
和
四
年
度
の
外
構
工
事
の
み
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
総
括
と
し
て
、
事
業
の
内
訳
、

財
源
内
訳
及
び
市
債
の
償
還
計
画
、
本
市
の
実
質
的

負
担
額
を
問
う
。

　

財
務
部
長

　

事
業
費
百
七
十
一
億
円
の
内
訳
は
、
本
体
工
事
関

係
が
百
四
十
三
億
円
、
外
構
工
事
関
係
が
八
億
円
、

電
気
設
備
な
ど
の
附
帯
工
事
関
係
、
及
び
旧
庁
舎
の

解
体
工
事
関
係
が
そ
れ
ぞ
れ
七
億
円
、
そ
の
他
の
経

費
が
六
億
円
で
あ
る
。
ま
た
財
源
内
訳
は
、
市
債
が

百
六
十
四
億
円
、
基
金
繰
入
金
が
二
億
円
、
一
般
財

源
が
五
億
円
で
あ
る
。
市
債
百
六
十
四
億
円
の
う
ち

約
八
十
％
の
百
三
十
四
億
円
が
交
付
税
措
置
さ
れ
、

市
の
負
担
額
は
三
十
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
れ

に
、
建
設
時
の
七
億
円
を
加
え
た
三
十
七
億
円
が
、

本
市
の
実
質
的
な
負
担
額
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
十

三
億
円
は
、
庁
舎
建
設
基
金
繰
入
金
を
充
て
る
予
定

か
ら
、
残
り
の
二
十
四
億
円
が
一
般
財
源
と
な
る
。

答 問

答 問

答 問 ◆
新
庁
舎
に
お
け
る
地
下
駐
車
場
の
運
用
に
つ
い
て

　　
　

地
下
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

九
年
九
月
定
例
会
で
新
庁
舎
建
設
総
事
業
費
に
五
十

億
円
を
追
加
し
、
不
足
す
る
駐
車
場
等
を
確
保
す
る

た
め
建
設
す
る
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
と
認
識
し
て

い
る
。
新
庁
舎
で
の
業
務
が
開
始
さ
れ
た
が
、
地
下

駐
車
場
は
一
般
車
両
の
進
入
を
禁
止
し
て
い
る
。
地

下
駐
車
場
の
運
用
の
現
状
と
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
現
在
の
障
が
い
者
駐
車
場
は
屋
根
等
が
無
く
、

雨
天
時
に
は
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
利
用
さ
れ
る

方
々
が
濡
れ
て
不
便
な
た
め
、
地
下
駐
車
場
が
利
用

で
き
な
い
か
問
う
。

　

財
務
部
長

　

地
下
駐
車
場
は
公
用
車
及
び
議
会
用
駐
車
場
と
し

て
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
新
庁
舎
の
外
構
工
事

が
完
了
す
る
ま
で
は
、
一
時
的
な
措
置
と
し
て
、
乳

幼
児
健
診
で
来
庁
さ
れ
る
方
々
の
駐
車
場
と
し
て
も

使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
地
下
駐
車
場
を
障
が

い
を
お
持
ち
の
方
等
の
使
用
に
供
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
駐
車
施
設
が
ハ
ー
ト
フ
ル
パ
ス
制
度
の
要
件

や
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
対
応
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
支
障
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ハ
ー
ト

フ
ル
パ
ス
制
度
に
適
合
し
た
駐
車
場
は
、
旧
庁
舎
時

代
に
は
二
台
分
で
あ
っ
た
も
の
を
六
台
分
に
拡
充
し

て
新
庁
舎
の
守
衛
室
前
に
整
備
し
て
い
る
の
で
、
こ

ち
ら
を
御
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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北園　武広

動画配信

◆
本
市
に
お
け
る
企
業
誘
致
施
策
に
つ
い
て

　　
　

昨
年
十
一
月
、
菊
陽
町
に
半
導
体
企
業
「
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
」の
進
出
が
決
定
し
た
。
投
資
額
九
千
八
百
億
円
、

雇
用
千
七
百
人
と
い
う
本
県
最
大
の
企
業
誘
致
で
あ

る
。
本
市
の
「
経
済
浮
揚
・
若
者
の
雇
用
創
出
・
賑

わ
い
の
創
出
」
等
の
た
め
企
業
誘
致
は
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
市
の
「
近
年
の
誘

致
の
状
況
と
特
色
・
進
出
希
望
先
対
応
に
つ
い
て
」

伺
う
。
ま
た
、
龍
峯
地
区
に
あ
る
精
密
機
械
工
場
か

ら
国
道
三
号
を
結
ぶ
「
竜
西
幹
四
号
線
」
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

経
済
文
化
交
流
部
長
・
建
設
部
長

　

本
市
の
支
援
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
企
業
の

投
資
件
数
は
、
平
成
三
十
年
度
と
令
和
元
年
度
が
、

と
も
に
十
七
件
と
二
年
連
続
で
最
多
で
あ
っ
た
。
令

和
二
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
五
件
だ
っ
た
も
の
の
、

令
和
三
年
度
は
、
す
で
に
九
件
の
投
資
が
決
定
し
、

一
昨
年
に
近
い
水
準
ま
で
伸
び
る
見
込
み
。
近
年
は
、

情
報
通
信
関
連
企
業
の
集
積
を
進
め
つ
つ
、Ｉ
Ｔ
人
材

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
市
道
竜
西
幹
四
号
線
は
、
令
和
元
年
度
に

事
業
着
手
し
、
こ
れ
ま
で
に
、
道
路
設
計
や
地
質
調

査
を
行
い
、
本
年
度
は
、
幹
線
用
水
路
を
跨
ぐ
橋
梁

の
詳
細
設
計
と
用
地
測
量
を
実
施
し
て
い
る
。
来
年

度
以
降
も
、
国
と
調
整
を
進
め
、
早
期
の
完
成
を
目

指
す
。

◆
本
市
の
農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

　　
　

近
年
は
特
に
、
農
林
水
産
物
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
価
格
低
迷
が
継
続
し
、
資
材
及
び
燃
油
価

格
の
高
騰
等
も
相
ま
っ
て
、
生
産
者
及
び
関
係
団
体

の
経
営
が
逼
迫
し
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、

そ
の
対
応
策
等
に
つ
い
て
の
強
い
要
望
が
、
八
代
地

域
内
の
農
業
関
係
者
団
体
か
ら
あ
っ
た
と
伺
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く
様
々
な
課

題
が
あ
る
中
、
信
念
を
持
っ
て
現
場
の
課
題
に
対
し

て
真
摯
に
向
き
合
い
、
生
産
者
及
び
関
係
団
体
の
経

営
安
定
を
図
る
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を

講
じ
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

　　
　

農
林
水
産
部
長

　

施
設
園
芸
に
お
け
る
燃
油
価
格
高
騰
や
ト
マ
ト
黄

化
葉
巻
病
の
ま
ん
延
防
止
、
露
地
野
菜
に
お
け
る
鳥

類
被
害
防
止
、
い
草
に
お
け
る
生
産
農
家
や
栽
培
面

積
の
維
持
・
確
保
、
大
雨
等
に
よ
る
生
姜
根
茎
腐
敗

病
の
発
生
防
止
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
品
目
や
地
域
ご
と
の
課
題
に
対
し

て
、
国
や
県
な
ど
の
事
業
の
活
用
等
を
含
め
様
々
な

取
組
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
策

に
加
え
、「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」
を
活
用
し
た
「
稼

げ
る
農
業
の
構
築
及
び
担
い
手
確
保
に
向
け
た
ス
マ

ー
ト
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
む
な
ど
生
産

者
の
経
営
安
定
に
つ
な
が
る
取
組
を
関
係
団
体
一
丸

と
な
っ
て
進
め
て
い
く
。

友枝　和也

動画配信

◆
障
が
い
者
へ
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

　　
　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
仕
事
を
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
す
る
上

で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一

般
企
業
で
仕
事
を
望
む
も
の
の
、
就
労
が
困
難
な
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
の
よ
う

な
方
は
、
福
祉
的
就
労
に
よ
り
、
自
立
や
社
会
参
加

の
た
め
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
一
点
目
、

障
が
い
者
へ
の
就
労
支
援
の
現
状
に
つ
い
て
、
二
点

目
、
就
労
支
援
の
取
組
と
課
題
及
び
認
識
に
つ
い
て

問
う
。

　　

健
康
福
祉
部
長

　

障
が
い
者
の
就
労
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
の
福
祉
的
就
労
と
、
一
般
の
企
業
等
に
就
職
し
て

働
く
一
般
就
労
が
あ
る
。
福
祉
的
就
労
に
は
就
労
移

行
支
援
や
就
労
継
続
支
援
等
が
あ
り
、
障
が
い
者
が

自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
本
人
の
意
向
や
希
望
に
沿
っ
て
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。
就
労
支
援
の
取
組
と
し
て
は
、
八

代
圏
域
障
が
い
者
支
援
協
議
会
に
お
い
て
、
就
労
支

援
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
い
る
。
一
般
就
労
さ
れ

る
障
が
い
者
も
多
い
が
、
障
が
い
の
特
性
か
ら
一
般

就
労
に
繋
が
り
に
く
い
等
の
課
題
も
あ
り
、
無
理
な

く
就
労
を
継
続
で
き
、
地
域
生
活
を
維
持
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

答 問

答 問

答 問

髙山　正夫

動画配信
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◆
本
年
一
月
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
行
政

　

及
び
学
校
現
場
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　
　

本
年
一
月
・
二
月
に
お
け
る
本
市
の
感
染
状
況

は
、
過
去
最
高
の
感
染
と
な
り
、
本
市
職
員
の
感
染

や
生
徒
、
児
童
、
園
児
な
ど
、
弱
年
層
へ
の
感
染
も

非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
は
丸
二
年
、

現
在
で
も
感
染
者
が
出
て
い
る
中
、
行
政
や
学
校
現

場
に
お
い
て
は
、
急
な
業
務
の
対
応
が
強
い
ら
れ
、

相
当
な
緊
張
感
の
中
で
の
対
応
と
努
力
が
あ
っ
て
の

事
だ
と
思
う
。
こ
の
大
変
な
現
場
を
抱
え
る
市
長
な

ら
び
に
教
育
長
は
、
ど
の
様
な
思
い
を
お
持
ち
な
の

か
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
今
後
に
つ
い
て
を
伺
う
。

　

健
康
福
祉
部
長
・
教
育
部
長
・
教
育
長
・
市
長

　

一
月
か
ら
二
月
末
ま
で
の
本
市
学
校
関
係
者
の
感

染
者
は
、
四
百
二
十
四
人
で
あ
っ
た
。
二
十
九
校
で

臨
時
休
業
を
行
い
、
休
業
期
間
中
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
を
実
施
し
た
。
学
び
の
機
会
を
止
め
な
い
た
め

に
、
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
に
努
め
て
い
く
。
保

育
施
設
三
十
園
で
園
児
な
ど
百
九
十
一
人
の
感
染
を

確
認
し
て
い
る
。
保
護
者
の
就
労
な
ど
か
ら
必
要
最

小
限
の
休
園
期
間
と
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
職
員
の

感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
業
務
を
停
止
す
る
こ

と
な
く
継
続
で
き
て
い
る
。
本
市
で
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
三
回
目
接
種
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
に
向
け
た
最

優
先
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
社
会
全
体
と
し
て
感
染

対
策
を
進
め
る
た
め
、
多
く
の
方
に
接
種
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

木村　博幸

動画配信

太田　広則

動画配信

百田　　隆

動画配信

◆
八
代
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
つ
い
て

　　
　

議
会
開
会
日
の
提
案
理
由
説
明
に
お
い
て
、
中

村
市
長
が
「
二
○
五
〇
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
」
こ
と
を
表
明
さ
れ
た
。

こ
れ
は
ベ
ス
ト
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
令
和
二
年
七
月

の
豪
雨
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
た
多
く
の
市
民
は
、

今
ま
で
に
な
い
自
然
災
害
の
脅
威
を
経
験
し
、
地
球

温
暖
化
等
の
問
題
に
つ
い
て
非
常
に
関
心
が
高
く
な

っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
こ
で
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
に
対
す
る
認
識
や
、「
八
代
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
市
長
へ
伺

う
。　

　

市
長

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
自
然
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
坂
本
町
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
令
和
二

年
七
月
豪
雨
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
市
と
し
て
も
取
り
組
む
必
要
性
を
痛
感
し
た

た
め
、
三
期
目
の
基
本
政
策
の
一
つ
に
掲
げ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
一
方
で
、「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
」
は
、
非
常
に
厳
し
い
目
標
で
あ
る
。
そ

の
実
現
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者
の
皆

様
と
の
連
携
・
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
本
市

の
姿
勢
を
内
外
に
示
す
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ

る
と
判
断
し
、
今
回
の
宣
言
に
至
っ
た
。

◆
県
道
二
見
田
浦
線
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　　
　

県
道
二
見
田
浦
線
は
、
二
見
洲
口
町
か
ら
芦
北

町
田
浦
へ
通
じ
る
道
路
で
、
令
和
四
年
度
に
は
田
浦

側
の
改
良
工
事
が
完
了
予
定
。
そ
の
後
二
見
側
の
工

事
に
着
手
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
路
線
の
対

岸
に
は
天
草
の
島
々
が
あ
り
、
風
光
明
媚
な
海
岸
線

が
眺
望
で
き
る
。
最
近
は
、
こ
の
道
路
で
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
、
二
見
洲

口
側
の
工
事
が
完
了
す
る
と
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
等
に

資
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
と
し
て
の
計
画
が
あ
る
の
か
を
問
う
。

　　

建
設
部
長

　

近
年
の
自
転
車
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て
、
平
成

二
十
八
年
に
自
転
車
活
用
推
進
法
が
成
立
、
翌
年
、

施
行
さ
れ
た
。
熊
本
県
内
で
も
各
地
域
に
お
い
て
、

官
民
が
連
携
す
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
が
設
立
さ
れ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
水
俣
・
芦

北
地
域
と
一
体
と
な
り
、
令
和
三
年
度
、
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
令
和
四
年
度
か
ら
事
業
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。
県
道
二
見
田
浦
線
は
、
本
協
議
会
の
取

組
方
針
に
位
置
付
け
ら
れ
た
ル
ー
ト
の
一
つ
で
あ
る
。

現
在
、
当
該
道
路
は
改
良
工
事
を
実
施
し
て
い
る
た

め
、
本
市
と
し
て
も
、
一
日
も
早
く
工
事
が
完
成
し
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
の
環
境
整
備
が
な
さ

れ
る
よ
う
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
熊
本
県
に
要
望
し

て
い
く
。

答 問

答 問

答 問
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中山　諭扶哉

動画配信

◆
本
市
の
農
業
施
策
に
つ
い
て

　　
　

本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
農
業
の
販
売

売
り
上
げ
の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
米
及
び
ト
マ
ト

の
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
。
昨
今
の
燃
料
高
騰
も
農

業
経
営
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

本
市
で
は
稼
げ
る
農
林
水
産
業
の
実
現
を
掲
げ
て
い

る
が
、
把
握
し
て
い
る
現
在
の
状
況
を
問
う
。

　

ま
た
、
水
稲
農
家
に
は
直
接
的
な
補
助
、
ト
マ
ト

農
家
に
は
粘
着
シ
ー
ト
や
防
虫
ネ
ッ
ト
な
ど
の
補
助

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
課
題
と
対
応
策
に
つ
い
て
問

う
。

　
　

農
林
水
産
部
長

　

令
和
元
年
に
お
け
る
本
市
の
農
業
生
産
額
は
、
約

四
百
七
十
三
億
一
千
万
円
で
あ
り
、
米
が
四
十
二
億

九
千
万
円
、
ト
マ
ト
が
二
百
七
十
七
億
九
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
農
業
生
産
額
に
占
め
る
割
合
は
、
米

が
九
・
一
％
で
減
少
傾
向
に
あ
り
、
ト
マ
ト
が
五
八
・

七
％
で
増
加
傾
向
で
あ
る
。
米
に
つ
い
て
は
、
国
の

交
付
金
等
を
活
用
し
加
工
用
米
や
野
菜
な
ど
へ
の
転

換
を
促
す
な
ど
、
主
食
用
米
の
適
切
な
作
付
け
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
ナ
ラ
シ
対
策
や
収
入
保
険
制
度

の
加
入
促
進
を
図
る
。
ト
マ
ト
に
つ
い
て
は
、
黄
化

葉
巻
病
の
ま
ん
延
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
一
体
と
な
っ
た
ま
ん
延
防
止
活
動
に
対
し
て
、

そ
の
活
動
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

答 問

委
員
長
報
告

建
設
環
境
委
員
会

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る

特
別
委
員
会

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
二
件
、
条
例
案
一
件
及
び
事

件
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
四
十
一
号
・
八
代
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
三
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
二
十
五
号
・
林
道
菊
池
人
吉
線
災
害
復
旧
工
事

（
Ｒ
二 

七
月
災
二
号
）
に
係
る
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

 

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
七
件
、
条
例
案
一
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
四
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
七
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
十
二
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
三
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
公
共
浄
化
槽
等

整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
二
十
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業
会

計
予
算

・
議
案
第
三
十
八
号
・
八
代
市
特
定
用
途
制
限
地
域
に
お

け
る
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

の
八
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
二
十
三
号
・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
四
号
・
八
代
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に

つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
七
件
、
条
例
案
一
件
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
六
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
十
六
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
久
連
子
財
産
区

特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
七
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
椎
原
財
産
区
特

別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
水
道
事
業
会
計

予
算

・
議
案
第
十
九
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算

・
議
案
第
四
十
二
号
・
八
代
市
千
丁
特
産
品
直
売
所
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て

の
八
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
十
件
、
条
例
案
二
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
二
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
三
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
九
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
一
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

・
議
案
第
十
五
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
診
療
所
特
別
会

計
予
算

・
議
案
第
三
十
九
号
・
八
代
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
号
・
八
代
市
立
学
校
体
育
施
設
等
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
四
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
四
十
五
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
一
号
（
関
係
分
）

の
十
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
二
十
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
一
号
（
関
係
分
）
に
係
る
専
決
処
分
の

報
告
及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
三
号
・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

 

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
六
件
、
条
例
案
十
一
件
及
び

事
件
三
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
五
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
二
十
六
号
・
八
代
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
八
号
・
八
代
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
九
号
・
八
代
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
号
・
八
代
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
審

議
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
一
号
・
八
代
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
二
号
・
八
代
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
三
号
・
八
代
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
四
号
・
八
代
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
五
号
・
ふ
る
さ
と
八
代
元
気
づ
く
り
応
援

基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
六
号
・
八
代
市
土
地
開
発
基
金
条
例
の
廃

止
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
七
号
・
八
代
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
四
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
四
十
五
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
一
号
（
関
係
分
）

の
十
七
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、

・
議
案
第
二
十
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
一
号
（
関
係
分
）
に
係
る
専
決
処
分
の

報
告
及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
二
号
・
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

・
議
案
第
四
十
三
号
・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

の
三
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
条
例
案
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
議
案
第
二
十
七
号
・
八
代
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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経
済
企
業
委
員
会

文
教
福
祉
委
員
会

総
務
委
員
会

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
二
件
、
条
例
案
一
件
及
び
事

件
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
四
十
一
号
・
八
代
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
三
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
二
十
五
号
・
林
道
菊
池
人
吉
線
災
害
復
旧
工
事

（
Ｒ
二 

七
月
災
二
号
）
に
係
る
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

 

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
七
件
、
条
例
案
一
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
四
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
七
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
十
二
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
三
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
公
共
浄
化
槽
等

整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
二
十
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業
会

計
予
算

・
議
案
第
三
十
八
号
・
八
代
市
特
定
用
途
制
限
地
域
に
お

け
る
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

の
八
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
二
十
三
号
・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
四
号
・
八
代
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に

つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
七
件
、
条
例
案
一
件
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
六
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
十
六
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
久
連
子
財
産
区

特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
七
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
椎
原
財
産
区
特

別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
水
道
事
業
会
計

予
算

・
議
案
第
十
九
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算

・
議
案
第
四
十
二
号
・
八
代
市
千
丁
特
産
品
直
売
所
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て

の
八
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
十
件
、
条
例
案
二
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
二
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
三
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
九
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
一
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

・
議
案
第
十
五
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
診
療
所
特
別
会

計
予
算

・
議
案
第
三
十
九
号
・
八
代
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
号
・
八
代
市
立
学
校
体
育
施
設
等
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
四
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
四
十
五
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
一
号
（
関
係
分
）

の
十
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
二
十
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
一
号
（
関
係
分
）
に
係
る
専
決
処
分
の

報
告
及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
三
号
・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

 

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
六
件
、
条
例
案
十
一
件
及
び

事
件
三
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
五
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
二
十
六
号
・
八
代
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
八
号
・
八
代
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
九
号
・
八
代
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
号
・
八
代
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
審

議
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
一
号
・
八
代
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
二
号
・
八
代
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
三
号
・
八
代
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
四
号
・
八
代
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
五
号
・
ふ
る
さ
と
八
代
元
気
づ
く
り
応
援

基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
六
号
・
八
代
市
土
地
開
発
基
金
条
例
の
廃

止
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
七
号
・
八
代
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
四
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
四
十
五
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
一
号
（
関
係
分
）

の
十
七
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、

・
議
案
第
二
十
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
一
号
（
関
係
分
）
に
係
る
専
決
処
分
の

報
告
及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
二
号
・
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

・
議
案
第
四
十
三
号
・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

の
三
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
条
例
案
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
議
案
第
二
十
七
号
・
八
代
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
二
件
、
条
例
案
一
件
及
び
事

件
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
四
十
一
号
・
八
代
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
三
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
二
十
五
号
・
林
道
菊
池
人
吉
線
災
害
復
旧
工
事

（
Ｒ
二 

七
月
災
二
号
）
に
係
る
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

 

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
七
件
、
条
例
案
一
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
四
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
七
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
十
二
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
三
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
公
共
浄
化
槽
等

整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
二
十
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業
会

計
予
算

・
議
案
第
三
十
八
号
・
八
代
市
特
定
用
途
制
限
地
域
に
お

け
る
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

の
八
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
二
十
三
号
・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
四
号
・
八
代
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に

つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
七
件
、
条
例
案
一
件
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
六
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
十
六
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
久
連
子
財
産
区

特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
七
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
椎
原
財
産
区
特

別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
水
道
事
業
会
計

予
算

・
議
案
第
十
九
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事
業

会
計
予
算

・
議
案
第
四
十
二
号
・
八
代
市
千
丁
特
産
品
直
売
所
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て

の
八
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
十
件
、
条
例
案
二
件
及
び
事

件
二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
二
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
三
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
九
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
十
一
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

・
議
案
第
十
五
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
診
療
所
特
別
会

計
予
算

・
議
案
第
三
十
九
号
・
八
代
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
号
・
八
代
市
立
学
校
体
育
施
設
等
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
四
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
四
十
五
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
一
号
（
関
係
分
）

の
十
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
二
十
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
一
号
（
関
係
分
）
に
係
る
専
決
処
分
の

報
告
及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
三
号
・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

 

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
六
件
、
条
例
案
十
一
件
及
び

事
件
三
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
五
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号

・
議
案
第
八
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
予
算

（
関
係
分
）

・
議
案
第
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
特
別
会
計
予
算

・
議
案
第
二
十
六
号
・
八
代
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
八
号
・
八
代
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
九
号
・
八
代
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
号
・
八
代
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
審

議
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
一
号
・
八
代
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
二
号
・
八
代
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
三
号
・
八
代
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
四
号
・
八
代
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
五
号
・
ふ
る
さ
と
八
代
元
気
づ
く
り
応
援

基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
六
号
・
八
代
市
土
地
開
発
基
金
条
例
の
廃

止
に
つ
い
て

・
議
案
第
三
十
七
号
・
八
代
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

・
議
案
第
四
十
四
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
三
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
四
十
五
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
一
号
（
関
係
分
）

の
十
七
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、

・
議
案
第
二
十
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
十
一
号
（
関
係
分
）
に
係
る
専
決
処
分
の

報
告
及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
二
十
二
号
・
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

・
議
案
第
四
十
三
号
・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

の
三
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
条
例
案
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
議
案
第
二
十
七
号
・
八
代
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆ロシアのウクライナ侵略に対する決議案（発議案第２号）
（提案の主旨）今般のロシア軍によるウクライナへの軍事侵略は、国際秩序の根幹を揺るがす行為であ
り、我が国の安全保障の観点、さらには、ウクライナに拠点を持つ日本企業や現地在留邦人が緊迫した
状況に置かれており、断じて容認できない。そこで、八代市議会としてロシア軍の軍事侵略に抗議する
もの。

◆八代市議会委員会条例の一部を改正する条例案（発議案第３号）
（改正の主旨）常任委員会が付託審査する旨改正するもの。



議員発議
◎令和４年３月議会において、議員発議による規則改正案等３件が提出され、原案のとおり可決しました。

◆八代市議会会議規則の一部を改正する規則案（発議案第１号）
（改正の主旨）新庁舎への移転に伴う電子表決システムの導入にあたり、表決に関する規定の整備を図
る必要があるため。



議会フロア主要施設のご紹介
令和４年２月５日（土）、市役所本庁舎の落成式が開催され、同月14日（月）より供用
開始となりました。
あわせて、令和４年３月定例会は、新議場等で開催されました。
こちらの特集ページでは、新議会フロアの主な施設についてご紹介します。
また、新庁舎市議会フロアへのご来庁経路等は、本紙の裏表紙をご覧ください。

① 全員協議会室：全員協議会や全体会議、研
修会等で使用されます。

② 第１委員会室及び第２委員会室（右上）：
第１委員会室では、各常任委員会をはじめ、
各派代表者会、議会運営委員会、広報委員
会などの会議が開催されます。第２委員会
室では、各常任委員会などの会議が開催さ
れます。

③ 今定例会から本会議における電子表決が採
用されました。

▲ 新議場の全景

① ②

③

特集
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④ 議長席及び正面壁（正面壁材については、旧
庁舎解体時に採掘した石灰岩を使用）

⑤ い草をあしらった議場の壁面

⑥ 宮地和紙をあしらった議場の壁面

⑦ 傍聴席へ向かうバリアフリースロープ

⑧ （右奥） 傍聴席及び手話席、 （手前） 報道席、
（左） 親子傍聴席

⑨ 小さなお子様連れでも傍聴できる親子傍聴席

⑩ ６階議会フロア傍聴モニタースペース

④ ⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

⑩

15 市議会だより第67号 （令和４年３月定例会）



16市議会だより第67号（令和４年３月定例会）

◎本紙に関する御意見・御要望はこちらまで 　TEL 32-5984・FAX 33-4440
　市役所ホームページアドレス  http://www.city.yatsushiro.lg.jp/

▲ウクライナ国旗色にライトアップ
　された市役所新庁舎
※ライトアップ期間 R4.3.16～3.31

◀議会フロア
　からの眺望

　八代市議会は、市民の皆様にとって身近な場所です。市内を見渡すことができ、さらに議会
も傍聴することができますので、ぜひ議会フロアまでお越しください。本ページでは、八代市
役所本庁舎６階の「議会フロア」までのご来庁経路をご案内します。

是非

市役所本庁舎 1階ロビー
（傍聴モニター）

ロビー中央エレベーターへ
6階へ

新庁舎6階 議会フロアにお越しください

本庁舎1階 ロビー本庁舎1階 ロビー

　
新
緑
の
季
節
、
市
民
の
皆
様
に
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
二
月
、
新
市
庁
舎
の
落

成
式
を
終
え
、
業
務
が
開
始
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
新
庁
舎
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
の
利
便
性
を
市
民
の
皆
様
に
実

感
い
た
だ
く
よ
う
、
生
か
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
中
、

国
際
的
に
も
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
束
と
は

い
か
な
い
状
況
下
、
大
国
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
事
態
が
発
生
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
市
議
会
と
し
ま
し

て
も
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵

攻
に
抗
議
す
る
主
旨
で
、
三
月
議
会
に

て
、
議
員
決
議
案
を
採
択
し
ま
し
た
。

い
ち
地
方
か
ら
の
抗
議
声
明
の
発
信
。

世
界
平
和
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

八
代
市
議
会
広
報
委
員
会

6階議会フロア展望スペース6階議会フロア展望スペース




